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抗原に挑む4

好中球

抗原

オプソニン作用
補体

マクロファージ

遊走能
（走化性）
貪食能
殺菌能

①遊走能
　（走化性）
②貪食能
③殺菌能

遊走能低下
↓

Aggregatibacter actinomycetemcomitansの
外毒素（ロイコトキシン）が関与？　

（微生物，歯周病原細菌）

短期決戦 長 期 戦

④抗原処理

　（抗原情報の提示へ）

遊走

貪食

マクロファージの
4つの能力

好中球の
3つの能力

殺菌
（活性酸素・酵素）
スーパー
オキシド
過酸化水素

侵襲性歯周炎の場合

自 然 免 疫 獲 得 免 疫

・マクロファージ
・樹状細胞抗原提示細胞

樹状細胞も歯周組織に存在し，
強力な抗原提示細胞として機能
する

HIV ：ヒト免疫不全ウイルス（AIDSウイルス）
IFN ：インターフェロン
Ig ：免疫グロブリン
IL ：インターロイキン
MAF ：マクロファージ活性化因子
MHC ：主要組織適合遺伝子複合体
MIF ：遊走阻止因子
TNF ：腫瘍壊死因子
Clq，C3b：補体
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免疫担当細胞

CD4 HIV（AIDSウイルス）は
CD4を消失させる

T細胞の分離

IgD

ヘルパー T細胞

Ｂ細胞 形質細胞

ヘルパーT細胞

Ｂ細胞 形質細胞

抗原

FC

FC

IgG

抗体

好中球唾液腺
IgA

抗原情報
の提示 抗原情報

の認識

活性化（MAF）

抑制（MIF）
活性化

IFN－γ

HIV 感染者では
数値が下がる ヘルパー T細胞

キラー T細胞
レギュラトリー T細胞

Th1
Th2

IL－1
TNF－α

MHC－CLASSⅡ
（HLADR）
主要組織適合抗原Ⅱ

IL－2
IL－4

IL－5
IL－6
IL－10

CD4
CD8

ヘルパー T細胞
キラー T細胞＝

TcR

分化

体液性免疫
即時型アレルギー反応

抗原-抗体反応

C1q

C1q C3b Clq，C3bは補体
オプソニン化

貪食しやすくなっている

MHC－CLASS

Ⅰ

Ⅱ

有核細胞すべて
細胞膜上

拒絶反応
移植後の自己，非自己
の識別マーカー

血液系細胞
マクロファージ
T細胞，B細胞

とくにマクロファージ
は抗原情報の提示

抗体産生
IgG
（免疫グロブリンG）

マクロファージ

IgA

同じく抗原提示細胞の樹状細胞
の抗原提示力はマクロファージ
より強い．この細胞は Toll 様
受容体（TLR）1～11 を有し，
病原体成分を感知する．また T
細胞を強力に活性化する


